
   令和２年度芦屋市一般会計補正予算（第９号） 

  令和２年度芦屋市の一般会計補正予算（第９号）は，次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ170,869千円を追加し，歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ58,727,713千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は，「第１表歳入歳出予算補正」による。 

（繰越明許費の補正） 

第２条 繰越明許費の追加は，「第２表繰越明許費補正」による。 
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追　加

０４　衛　　生　　費　 ０１保 健 衛 生 費

第 ２ 表 繰 

項款

　　　　　合　　　　　　　　　　　計
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　新型コロナウイルスワクチン接種事業 170,869

170,869

 越 明 許 費 補 正
（単位　千円）

事　　　　　　　　業　　　　　　　　名 金　　　　　　額

　　　　　合　　　　　　　　　　　計
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　        令和２年度芦屋市一般会計補正予算（第９号）の繰越明許費の内容 　　　　

現計予算額
(1月専決後)

　新型コロナウイルスワクチン接種事業 170,869 170,869

合　　　　計 170,869 170,869

        説明資料

報償費・需用費・役務費・委託
料・使用料及び賃借料・備品購
入費

（単位 千円）

事 　 　業 　 　名 繰越明許費 主な内容
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令和２年度一般会計補正予算（第９号）について

歳入歳出予算
当初予算額： 46,910,000千円

現計予算額： 58,556,844千円 （＋11,646,844千円）

補 正 額： ＋ 170,869千円

補正後予算額： 58,727,713千円 （＋11,817,713千円）

（補正額の内訳）

・ 新型コロナウイルスワクチン接種事業 ＋ 170,869千円 （＋ 47,469千円）

補 正 額： ＋ 170,869千円 （＋ 47,469千円）

※ （ ）内は市負担額（内数）

※ （ ）内は当初予算額からの増減額

歳出科目 事 業 概 要

衛生費
- 保健衛生費
- 予防費

新型コロナウイルスワクチンの市民への円滑な接種を実施するため，
コールセンターの設置，接種会場の確保，接種券等の印刷・郵送等の
経費を追加し，必要な体制の確保を図るとともに，市民のうち医療従事者等
に対する優先接種を実施するもの。
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新型コロナウイルスワクチン接種事業に係る予算措置について

令和２年度 補正予算（第９号） 令和３年度に予定している経費

主にワクチン接種の体制確保のための経費 ワクチン接種のための経費

・ コールセンター業務委託費 97,702 千円 ・ 医師会出務料 （集団接種） 132,336 千円

・ 会場費 （設置撤去費等） 26,155 千円 ・ 接種データ入力業務委託費 7,438 千円

・ 接種券等 郵送費 13,724 千円 ・ 医療廃棄物処理委託費 3,927 千円

・ 接種費用請求・支払業務委託費 13,662 千円 ・ 接種費用請求・支払業務委託費 683 千円

・ 接種券等 印刷・封入封緘業務委託費 7,425 千円 ・ 希釈用注射針・注射筒購入費 203 千円

・ 医師会出務料 （集団接種） 2,608 千円

・ その他 （システム改修費，備品購入費等） 9,593 千円

（ ・ 接種券等 印刷・封入封緘業務委託費） （3,135 千円）

計
170,869 千円
（174,004 千円） 計 144,587 千円

令和２年度・令和３年度の総事業費
315,456 千円
（318,591 千円）

※ 上記の財源として国庫補助を226,330千円と見込んでいる。

※ 高齢者分。急を要するため予備費を充用

※ 予備費を含む

※ 予備費を含む

※ 高齢者以外分
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